
(57)【要約】

【課題】車種間において使用する部品の共通化を図るこ

とができ、もって、部品点数及びコストの低減を図るこ

とのできるディスクロータを提供する。

【解決手段】ディスクロータ１は、取付部２と、前記取

付部２とは別体で構成され、一対の略円板状の摺動板１

３，１４を備えた制動部３と、複数のボルト４とからな

る。取付部２は、ディスクロータ１の回転軸方向に平行

に延びる略円筒状の周壁部６を備え、該周壁部６には、

前記軸方向に平行に延びる複数の細長い切欠き９が設け

られている。制動部３は、周壁部６に対して軸方向にス

ライド可能であるとともに、軸方向の向きを相対する２

方向のどちらに向けても取付部２に嵌め込み可能に構成

されている。切欠き９を介して、ボルト４を、一方の摺

動板１３に設けられた組付部１８の組付穴１９に締結さ

せることで、取付部２と摺動板１３，１４との軸方向の

相対位置関係を調整することができる。

【選択図】　　　図１

JP 2006-37993 A 2006.2.9



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 取 付 部 と 、 一 対 の 略 円 板 状 の 摺 動 板 を 備 え た 制 動 部 と が 、 締 結 部 材 で 固 定 さ れ た デ ィ ス
ク ロ ー タ で あ っ て 、
　 前 記 取 付 部 は 、 自 身 の 回 転 軸 方 向 に 平 行 に 延 び る 周 壁 部 を 備 え る と と も に 、
　 前 記 制 動 部 は 、 前 記 周 壁 部 に 対 し 前 記 締 結 部 で 固 定 さ れ る 組 付 部 を 備 え 、
　 前 記 周 壁 部 と 前 記 組 付 部 と の 前 記 軸 方 向 の 相 対 位 置 関 係 を 変 更 可 能 に 構 成 さ れ て い る こ
と を 特 徴 と す る デ ィ ス ク ロ ー タ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 周 壁 部 は 、 前 記 締 結 部 材 を 挿 通 可 能 、 か つ 、 自 身 に 対 す る 前 記 締 結 部 材 の 前 記 軸 方
向 の 締 結 位 置 を 変 更 可 能 と す る た め の 切 欠 き ま た は 長 孔 を 具 備 す る と と も に 、
　 前 記 組 付 部 は 、 前 記 締 結 部 材 を 締 結 す る た め の 組 付 穴 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ に 記 載 の デ ィ ス ク ロ ー タ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 周 壁 部 は 、 前 記 締 結 部 材 を 挿 通 可 能 、 か つ 、 前 記 軸 方 向 の 位 置 が 異 な る 複 数 の 取 付
孔 を 具 備 す る と と も に 、
　 前 記 組 付 部 は 、 前 記 締 結 部 材 を 締 結 す る た め の 組 付 穴 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ に 記 載 の デ ィ ス ク ロ ー タ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 組 付 部 は 、 前 記 一 対 の 摺 動 板 の う ち の 一 方 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か に 記 載 の デ ィ ス ク ロ ー タ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 取 付 部 に 対 す る 前 記 一 対 の 摺 動 板 の 前 記 軸 方 向 の 向 き を 反 転 さ せ て も 、 前 記 取 付 部
と 前 記 制 動 部 と が 固 定 可 能 に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か
に 記 載 の デ ィ ス ク ロ ー タ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 車 両 等 で 使 用 さ れ る デ ィ ス ク ブ レ ー キ 装 置 の デ ィ ス ク ロ ー タ に 関 す る も の で
あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 デ ィ ス ク ロ ー タ は 、 ブ レ ー キ パ ッ ド で 挟 持 さ せ る た め の 制 動 面 を 具 備 し た 円 板 状 の 制 動
部 と 、 車 両 に 取 り 付 け る た め の 取 付 部 と を 備 え て い る 。 一 般 に 、 デ ィ ス ク ロ ー タ は 、 鋳 鉄
か ら な り 、 一 体 的 に 成 形 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 近 年 で は 、 軽 量 化 の た め に 、 取 付 部 を ア ル ミ 等 の 軽 量 素 材 で 構 成 す る も の も あ る
。 こ の 場 合 、 制 動 部 は 、 摩 擦 熱 の 発 生 等 を 考 慮 す る と 鋳 鉄 で 作 る 必 要 が あ る た め 、 取 付 部
と 制 動 部 と が 別 体 で 構 成 さ れ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 表 平 ８ － ５ ０ ５ ９ ２ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ で 、 取 付 部 を 取 り 付 け る た め の 車 両 側 の 部 品 と 、 ブ レ ー キ パ ッ ド の 挟 持 面 と の デ
ィ ス ク ロ ー タ 回 転 軸 方 向 の 相 対 位 置 は 、 車 種 に 応 じ て 異 な っ て い る 。 そ の た め 、 デ ィ ス ク
ロ ー タ に お け る 取 付 部 と 制 動 部 と の 前 記 軸 方 向 の 相 対 位 置 も 車 種 に 応 じ て 異 な る も の と な
っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 の よ う な 一 体 タ イ プ ま た は 別 体 タ イ プ の い ず れ で あ っ て も 、 取 付 部
と 制 動 部 と の 前 記 軸 方 向 の 相 対 位 置 関 係 は 一 律 に 定 め ら れ て お り 、 車 種 毎 の 位 置 関 係 の 相
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違 に 対 応 す る に は 、 車 種 毎 に 専 用 の デ ィ ス ク ロ ー タ を 製 造 し な け れ ば な ら な い 。 そ の 結 果
、 製 造 部 品 点 数 及 び コ ス ト が 増 大 し て し ま う お そ れ が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 上 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 車 種 間 に お い て 使 用 す る
部 品 の 共 通 化 を 図 る こ と が で き 、 も っ て 、 部 品 点 数 及 び コ ス ト の 低 減 を 図 る こ と の で き る
デ ィ ス ク ロ ー タ を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 願 の 請 求 項 １ に 係 る 発 明 で は 、 取 付 部 と 、 一 対 の 略 円 板 状
の 摺 動 板 を 備 え た 制 動 部 と が 、 締 結 部 材 で 固 定 さ れ た デ ィ ス ク ロ ー タ で あ っ て 、 前 記 取 付
部 は 、 自 身 の 回 転 軸 方 向 に 平 行 に 延 び る 周 壁 部 を 備 え る と と も に 、 前 記 制 動 部 は 、 前 記 周
壁 部 に 対 し 前 記 締 結 部 で 固 定 さ れ る 組 付 部 を 備 え 、 前 記 周 壁 部 と 前 記 組 付 部 と の 前 記 軸 方
向 の 相 対 位 置 関 係 を 変 更 可 能 に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る デ ィ ス ク ロ ー タ を そ の 要
旨 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 請 求 項 １ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 取 付 部 と 制 動 部 と が 別 体 で 構 成 さ れ て お り 、 取 付 部
に は 、 そ の 回 転 軸 方 向 に 平 行 に 延 び る 周 壁 部 が 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 該 周 壁 部 と 制 動
部 に 設 け ら れ た 組 付 部 と が 、 締 結 部 材 で 固 定 さ れ る 。 本 発 明 で は 、 周 壁 部 と 組 付 部 と の 前
記 軸 方 向 の 相 対 位 置 関 係 が 変 更 可 能 と な っ て い る た め 、 同 一 の 取 付 部 及 び 制 動 部 を 用 い て
も 、 そ の 相 対 位 置 関 係 を 調 整 す る だ け で 、 取 付 部 と 制 動 部 （ 摺 動 板 ） と の 回 転 軸 方 向 の 相
対 位 置 関 係 の 異 な る デ ィ ス ク ロ ー タ を 容 易 に 得 る こ と が で き る 。 従 っ て 、 車 種 毎 に 回 転 軸
方 向 の 相 対 位 置 関 係 の 異 な る デ ィ ス ク ロ ー タ を 製 造 す る 必 要 の あ っ た 従 来 技 術 と は 異 な り
、 共 通 の 部 品 を 用 い て 、 各 車 種 に 応 じ た デ ィ ス ク ロ ー タ を 得 る こ と が で き る 。 ひ い て は 、
部 品 点 数 の 低 減 及 び コ ス ト の 低 減 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ に か か る 発 明 で は 、 請 求 項 １ に 記 載 の デ ィ ス ク ロ ー タ に お い て 、 前 記 周
壁 部 は 、 前 記 締 結 部 材 を 挿 通 可 能 、 か つ 、 自 身 に 対 す る 前 記 締 結 部 材 の 前 記 軸 方 向 の 締 結
位 置 を 変 更 可 能 と す る た め の 切 欠 き ま た は 長 孔 を 具 備 す る と と も に 、 前 記 組 付 部 は 、 前 記
締 結 部 材 を 締 結 す る た め の 組 付 穴 を 具 備 す る こ と を そ の 要 旨 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 周 壁 部 に 具 備 さ れ た 切 欠 き ま た は 長 孔 を 介 し て 、 締
結 部 材 が 組 付 部 の 組 付 穴 に 締 結 さ れ る こ と で 、 周 壁 部 と 組 付 部 と が 固 定 さ れ る 。 か か る 切
欠 き ま た は 長 孔 の 存 在 に よ り 、 周 壁 部 に 対 す る 前 記 回 転 軸 方 向 の 締 結 位 置 を 連 続 的 に 変 更
で き 、 結 果 と し て 、 周 壁 部 と 組 付 部 と の 回 転 軸 方 向 の 相 対 位 置 関 係 を 任 意 に 、 か つ 、 容 易
に 変 更 す る こ と が で き 、 特 に 、 微 調 整 も 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 さ ら に 、 請 求 項 ３ に 係 る 発 明 で は 、 請 求 項 １ に 記 載 の デ ィ ス ク ロ ー タ に お い て 、 前 記 周
壁 部 は 、 前 記 締 結 部 材 を 挿 通 可 能 、 か つ 、 前 記 軸 方 向 の 位 置 が 異 な る 複 数 の 取 付 孔 を 具 備
す る と と も に 、 前 記 組 付 部 は 、 前 記 締 結 部 材 を 締 結 す る た め の 組 付 穴 を 具 備 す る こ と を そ
の 要 旨 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 請 求 項 ３ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 周 壁 部 に 具 備 さ れ た 取 付 孔 を 介 し て 、 締 結 部 材 が 組
付 部 の 組 付 穴 に て 締 結 さ れ る こ と で 、 周 壁 部 と 組 付 部 と が 固 定 さ れ る 。 複 数 の 取 付 孔 が 、
前 記 軸 方 向 の 異 な る 位 置 に 具 備 さ れ て い る た め 、 締 結 部 材 を 挿 通 さ せ る 取 付 孔 を 適 宜 選 択
す る こ と で 、 前 記 回 転 軸 方 向 の 締 結 位 置 を 変 更 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 複 数 の 取 付
孔 が 予 め 設 け ら れ た も の で あ る た め 、 当 該 取 付 孔 を 位 置 ず れ し な い 構 成 と す る こ と で 、 周
壁 部 と 組 付 部 と の 前 記 軸 方 向 の 相 対 位 置 関 係 を 容 易 に 、 か つ 、 精 度 よ く 変 更 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 併 せ て 、 請 求 項 ４ に 係 る 発 明 で は 、 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か に 記 載 の デ ィ ス ク ロ ー タ
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に お い て 、 前 記 組 付 部 は 、 前 記 一 対 の 摺 動 板 の う ち の 一 方 に 設 け ら れ て い る こ と を そ の 要
旨 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 請 求 項 ４ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 一 対 の 摺 動 板 の う ち の 一 方 に 組 付 部 が 設 け ら れ て い
る 。 こ の よ う に 、 一 方 の 摺 動 板 の み が 取 付 部 に 固 定 さ れ る デ ィ ス ク ロ ー タ で は 、 摺 動 板 に
生 じ る 摩 擦 等 に よ っ て 制 動 部 が 高 温 と な る 場 合 に 、 制 動 部 に お い て 組 付 部 か ら 離 間 し た 位
置 ほ ど （ 外 周 側 ほ ど ） 、 前 記 固 定 さ れ た 摺 動 板 側 に 傾 斜 す る よ う に 変 形 す る 傾 向 が あ る 。
ま た 、 制 動 部 に お け る 前 記 傾 斜 量 は 、 周 壁 部 の 撓 み の 影 響 を 受 け 、 組 付 部 と 周 壁 部 と の 軸
方 向 の 相 対 位 置 に よ っ て 変 化 す る 。 こ の 点 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 で は 、 組 付 部 と 周 壁 部
と の 軸 方 向 の 相 対 位 置 関 係 を 調 整 で き る た め 、 制 動 部 の 前 記 傾 斜 の 方 向 や 量 に 関 し 、 ニ ー
ズ に 応 じ た 調 整 を す る こ と が で き る 。 ひ い て は 、 前 記 傾 斜 に 起 因 す る ブ レ ー キ 振 動 等 の 低
減 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 加 え て 、 請 求 項 ５ に 係 る 発 明 で は 、 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か に 記 載 の デ ィ ス ク ロ ー タ
に お い て 、 前 記 取 付 部 に 対 す る 前 記 一 対 の 摺 動 板 の 前 記 軸 方 向 の 向 き を 反 転 さ せ て も 、 前
記 取 付 部 と 前 記 制 動 部 と が 固 定 可 能 に 構 成 さ れ て い る こ と を そ の 要 旨 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 記 請 求 項 ５ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 取 付 部 に 対 す る 一 対 の 摺 動 板 の 前 記 軸 方 向 の 向 き を
反 転 さ せ て も 、 前 記 取 付 部 と 前 記 制 動 部 と を 固 定 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 例 え ば 請
求 項 ４ に 記 載 の 発 明 等 の よ う に 、 一 方 の 摺 動 板 の み を 取 付 部 に 固 定 さ せ る よ う に 構 成 さ れ
て い る 場 合 に は 、 車 外 側 に 組 付 部 側 の 摺 動 板 が 固 定 さ れ る 所 謂 「 ア ウ タ ー 接 合 」 と 、 車 内
側 に 組 付 部 側 の 摺 動 板 が 固 定 さ れ る 所 謂 「 イ ン ナ ー 接 合 」 と の 両 方 の 態 様 を 実 現 す る こ と
が で き る 。 ま た 、 こ れ に よ り 、 取 付 部 と 摺 動 板 と の 前 記 軸 方 向 の 相 対 位 置 関 係 や 、 前 記 制
動 部 の 傾 斜 の 方 向 や 量 の 調 整 幅 を 格 段 に 広 げ る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 車 種 間 に お い て 使 用 す る 部 品 の 共 通 化 を 図 る こ と が で き 、 も っ て 、 部
品 点 数 及 び コ ス ト の 低 減 を 図 る こ と が で き る と い う 優 れ た 効 果 が 奏 さ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 下 、 一 実 施 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し つ つ 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 実 施 形 態 に お け る デ ィ ス ク ロ ー タ １ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 車 両 に 取 り 付 け る た め の
取 付 部 ２ と 、 前 記 取 付 部 ２ と は 別 体 で 構 成 さ れ 、 摩 擦 に よ り ブ レ ー キ を か け る た め の 制 動
部 ３ と 、 前 記 取 付 部 ２ と 制 動 部 ３ と を 結 合 す る た め の 締 結 部 材 と し て の 複 数 の ボ ル ト ４ と
か ら な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 さ ら に 、 図 １ ， ３ に 基 づ き 、 取 付 部 ２ 及 び 制 動 部 ３ の 構 成 に つ い て 詳 述 す る と 、 取 付 部
２ は 、 デ ィ ス ク ロ ー タ １ の 回 転 軸 方 向 に 略 直 交 し 、 図 示 し な い 車 両 側 の ハ ブ に 取 着 す る た
め の 略 円 板 状 の 取 付 壁 部 ５ と 、 該 取 付 壁 部 ５ の 周 縁 か ら 前 記 軸 方 向 に 平 行 に 延 び る 略 円 筒
状 の 周 壁 部 ６ と か ら な る 。 前 記 取 付 壁 部 ５ に は 、 図 示 し な い ボ ル ト に よ っ て 前 記 ハ ブ に 取
着 す る た め の 複 数 の 取 付 孔 ８ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 前 記 周 壁 部 ６ に は 、 前 記 軸 方 向 に
平 行 に 延 び る 複 数 の 細 長 い 切 欠 き ９ が 等 間 隔 で 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 制 動 部 ３ は 、 デ ィ ス ク ロ ー タ １ の 回 転 軸 方 向 に 直 交 し 、 図 示 し な い ブ レ ー キ パ ッ ド で 挟
持 さ せ る た め の 制 動 面 １ １ ， １ ２ を 具 備 す る 一 対 の 略 円 板 状 の 摺 動 板 １ ３ ， １ ４ を 備 え て
い る 。 該 摺 動 板 １ ３ ， １ ４ は 所 定 の 隙 間 を 隔 て て 配 置 さ れ て お り 、 そ の 隙 間 に は 、 放 射 状
に 配 設 さ れ た 複 数 の フ ィ ン １ ５ が 設 け ら れ て い る 。 前 記 所 定 の 隙 間 が フ ィ ン １ ５ で 仕 切 ら
れ る こ と に よ り 、 摺 動 板 １ ３ ， １ ４ を 冷 却 す る た め の ベ ン チ レ ー シ ョ ン 空 間 が 構 成 さ れ て
い る 。
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【 ０ ０ ２ ２ 】
　 前 記 摺 動 板 １ ３ ， １ ４ の 略 円 板 の 中 央 部 に は 、 取 付 部 ２ の 周 壁 部 ６ を 嵌 め 込 む た め の 孔
１ ６ ， １ ７ が 形 成 さ れ て い る 。 一 方 の 摺 動 板 １ ３ の 孔 １ ６ の 内 側 面 に は 、 前 記 取 付 部 ２ の
周 壁 部 ６ の 外 周 面 に ほ ぼ 当 接 可 能 な 組 付 部 １ ８ が 等 間 隔 で 設 け ら れ て お り 、 各 組 付 部 １ ８
に は 、 前 記 周 壁 部 ６ に 組 み 付 け る た め の 組 付 穴 （ ね じ 穴 ） １ ９ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、
組 付 部 １ ８ に お け る 前 記 孔 １ ６ の 内 側 面 は 、 デ ィ ス ク ロ ー タ １ の 回 転 軸 方 向 に 平 行 に 形 成
さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 組 付 部 １ ８ が 、 周 壁 部 ６ に 対 し て 軸 方 向 に ス ラ イ ド 可 能 に な っ
て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 さ ら に 、 他 方 の 摺 動 板 １ ４ に 関 し て は 、 周 壁 部 ６ の 外 周 面 と の 間 に 所 定 の 空 間 が 形 成 さ
れ る よ う 、 前 記 孔 １ ７ の 大 き さ が 設 定 さ れ て い る 。 そ し て 、 デ ィ ス ク ロ ー タ １ の 回 転 時 に
は 、 前 記 所 定 の 空 間 か ら ベ ン チ レ ー シ ョ ン 空 間 に 向 け て エ ア が 入 り 込 み 、 摺 動 板 １ ３ ， １
４ の 冷 却 が 促 進 さ れ る よ う 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 さ ら に ま た 、 制 動 部 ３ は 、 デ ィ ス ク ロ ー タ １ の 回 転 軸 方 向 の 向 き を 相 対 す る ２ 方 向 の ど
ち ら に 向 け て も 取 付 部 ２ に 嵌 め 込 み 可 能 に 構 成 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 一 対 の 摺 動 板 １ ３
， １ ４ の う ち 、 組 付 部 １ ８ が 設 け ら れ た 摺 動 板 １ ３ を 取 付 部 ２ の 取 付 壁 部 ５ 側 に 配 置 さ せ
る こ と も 、 組 付 部 １ ８ が 設 け ら れ て い な い 摺 動 板 １ ４ を 取 付 部 ２ の 取 付 壁 部 ５ 側 に 配 置 さ
せ る こ と も で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 上 記 取 付 部 ２ と 制 動 部 ３ と を ボ ル ト ４ で 組 み 付 け て デ ィ ス ク ロ ー タ １ を 構 成 す る 際 に は
、 摺 動 板 １ ３ ， １ ４ の 孔 １ ６ ， １ ７ 内 に 、 周 壁 部 ６ を 嵌 め 込 む 。 こ の と き 、 取 付 部 ２ に 対
す る 制 動 部 ３ の デ ィ ス ク ロ ー タ １ の 回 転 軸 方 向 の 向 き は 、 前 記 ２ 方 向 の い ず れ の 向 き で あ
っ て も よ く 、 車 種 に 応 じ て 適 宜 定 め ら れ る 。 こ の 嵌 め 込 み に よ り 、 周 壁 部 ６ が 組 付 部 １ ８
に 当 接 さ れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 そ し て 、 取 付 部 ２ と 制 動 部 ３ と の デ ィ ス ク ロ ー タ １ の 回 転 軸 方 向 の 相 対 位 置 を 所 定 の 位
置 に 合 わ せ る 。 さ ら に 、 周 壁 部 ６ の 各 切 欠 き ９ を 介 し て 、 ボ ル ト ４ を 組 付 部 １ ８ の 各 組 付
穴 １ ９ に 締 結 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 取 付 部 ２ と 制 動 部 ３ と が 、 固 定 さ れ る こ と と な る 。 な
お 、 本 実 施 形 態 で は 、 切 欠 き ９ の 存 在 に よ り 、 ボ ル ト ４ に よ っ て 固 定 さ れ る 組 付 部 １ ８ と
周 壁 部 ６ と の デ ィ ス ク ロ ー タ １ の 回 転 軸 方 向 の 相 対 位 置 を 連 続 的 に 変 更 可 能 と な っ て い る
。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 以 上 詳 述 し た よ う に 、 本 実 施 形 態 の デ ィ ス ク ロ ー タ １ に お い て は 、 取 付 部 ２ と 制 動 部 ３
と を 別 体 で 構 成 す る と と も に 、 取 付 部 ２ に 対 し て 制 動 部 ３ を デ ィ ス ク ロ ー タ １ の 回 転 軸 方
向 に ス ラ イ ド 可 能 に 構 成 し た 。 ま た 、 取 付 部 ２ の 周 壁 部 ６ に 細 長 い 切 欠 き ９ を 形 成 し 、 ボ
ル ト ４ に よ っ て 固 定 さ れ る 組 付 部 １ ８ と 周 壁 部 ６ と の 前 記 軸 方 向 の 相 対 位 置 を 変 更 可 能 と
し た 。 こ の た め 、 共 通 の 部 品 を 用 い 、 そ の 組 付 位 置 を 調 整 す る だ け で 、 取 付 部 ２ と 制 動 面
１ １ ， １ ２ と の 軸 方 向 の 相 対 位 置 関 係 の 異 な る デ ィ ス ク ロ ー タ １ を 容 易 に 得 る こ と が で き
る 。 従 っ て 、 車 種 毎 に 前 記 軸 方 向 の 相 対 位 置 関 係 の 異 な る デ ィ ス ク ロ ー タ を 製 造 す る 必 要
の あ っ た 従 来 技 術 と は 異 な り 、 各 車 種 に 応 じ た デ ィ ス ク ロ ー タ １ を 得 る こ と が で き る 。 ひ
い て は 、 部 品 点 数 及 び コ ス ト の 低 減 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 取 付 部 ２ に 対 す る 制 動 部 ３ の 前 記 軸 方 向 の 向 き を 正 逆 い ず れ の 方 向 に し て も 嵌 め
込 み 可 能 で あ り 、 該 嵌 め 込 ん だ 状 態 で 取 付 部 ２ と 制 動 部 ３ と を 固 定 可 能 に 構 成 さ れ て い る
。 す な わ ち 、 取 付 部 ２ に 対 し て 制 動 部 ３ の 軸 方 向 の 向 き を 反 転 さ せ て 固 定 す る こ と が で き
る 。 こ の た め 、 図 ３ に 示 す よ う な 一 般 に 車 外 側 と な る 取 付 部 ２ の 取 付 壁 部 ５ 側 に 組 付 部 １
８ 側 の 摺 動 板 １ ３ が 接 合 さ れ る 所 謂 「 ア ウ タ ー 接 合 」 と 、 図 ４ に 示 す よ う な 一 般 に 車 内 側
と な る 取 付 部 ２ の 周 壁 部 ６ の 自 由 端 側 に 組 付 部 １ ８ 側 の 摺 動 板 １ ３ が 接 合 さ れ る 所 謂 「 イ
ン ナ ー 接 合 」 と の 両 方 の 接 合 態 様 を 実 現 す る こ と が で き 、 ニ ー ズ に 応 じ た も の を 確 保 で き
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る 。 ま た 、 こ れ に よ り 、 前 記 取 付 部 ２ と 制 動 面 １ １ ， １ ２ と の 前 記 軸 方 向 の 相 対 位 置 関 係
の 調 整 幅 を 格 段 に 広 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 さ ら に 、 制 動 面 １ １ ， １ ２ に 生 じ る 摩 擦 等 に よ っ て 制 動 部 ３ が 高 温 と な る 場 合 が あ る 。
こ の よ う な 場 合 、 一 方 の 摺 動 板 １ ３ の み が 取 付 部 ２ に 固 定 さ れ る デ ィ ス ク ロ ー タ １ に お い
て は 、 制 動 部 ３ の 外 周 側 が 前 記 摺 動 板 １ ３ 側 に 傾 斜 す る よ う に 変 形 す る 傾 向 が あ る 。 ま た
、 制 動 部 ３ に お け る 前 記 傾 斜 量 は 、 周 壁 部 ６ の 撓 み の 影 響 を 受 け 、 組 付 部 １ ８ と 周 壁 部 ６
と の 軸 方 向 の 相 対 位 置 に よ っ て 変 化 す る 。 こ の 点 、 本 実 施 形 態 で は 、 上 記 の よ う に 接 合 態
様 を 切 り 換 え た り 、 組 付 部 １ ８ と 周 壁 部 ６ と の 軸 方 向 の 相 対 位 置 関 係 を 調 整 し た り で き る
。 そ の た め 、 制 動 部 ３ の 前 記 傾 斜 の 方 向 や 量 に 関 し 、 ニ ー ズ に 応 じ た 調 整 を す る こ と が で
き る 。 ひ い て は 、 前 記 傾 斜 に 起 因 す る ブ レ ー キ 振 動 等 の 低 減 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 加 え て 、 前 記 切 欠 き ９ の 存 在 に よ り 、 取 付 部 ２ の 内 周 側 か ら も 制 動 部 ３ の ベ ン チ レ ー シ
ョ ン 空 間 に 向 か っ て よ り 積 極 的 に エ ア を 送 り 込 む こ と が 可 能 と な る 。 こ の た め 、 制 動 部 ３
の 冷 却 効 果 の 向 上 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 以 上 説 明 し た 実 施 形 態 に お い て 、 例 え ば 、 次 の よ う に 構 成 の 一 部 を 適 宜 変 更 し て 実 施 す
る こ と も 可 能 で あ る 。 勿 論 、 以 下 に お い て 例 示 し な い 他 の 変 更 例 も 当 然 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 （ ａ ） 上 記 実 施 形 態 で は 、 周 壁 部 ６ の 切 欠 き ９ は 、 デ ィ ス ク ロ ー タ １ の 回 転 軸 方 向 に 平
行 に 設 け ら れ て い る が 、 必 ず し も 平 行 で な く て も よ い 。 ボ ル ト ４ の 組 付 位 置 が 周 壁 部 ６ に
対 し て 前 記 軸 方 向 に 可 変 で あ れ ば 良 く 、 例 え ば 、 傾 斜 し て い て も よ い し 、 湾 曲 し て い て も
よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 （ ｂ ） ま た 、 前 記 切 欠 き ９ に 代 え て 、 周 壁 部 に 長 孔 を 設 け て も よ い 。 さ ら に は 、 図 ５ に
示 す よ う に 、 前 記 軸 方 向 の 位 置 の 異 な る 複 数 の 取 付 孔 ２ ２ を 設 け た 周 壁 部 ２ ３ と し て も よ
い 。 勿 論 、 該 複 数 の 取 付 孔 が そ れ ぞ れ 長 孔 と な っ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 （ ｃ ） 上 記 実 施 形 態 で は 、 ボ ル ト ４ を 、 取 付 部 ２ の 切 欠 き ９ を 介 し て 制 動 部 ３ の 組 付 穴
１ ９ に 締 結 さ せ て い る が 、 該 組 付 穴 １ ９ に 代 え て 、 ボ ル ト が 一 体 的 に 形 成 さ れ た 制 動 部 を
用 い 、 制 動 部 の ボ ル ト が 取 付 部 ２ の 切 欠 き ９ に 入 り 込 み う る 構 成 と し 、 周 壁 部 ６ の 内 面 側
に お い て 前 記 ボ ル ト を ナ ッ ト で 締 結 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 （ ｄ ） 上 記 実 施 形 態 で は 、 取 付 部 ２ に 切 欠 き ９ が 設 け ら れ 、 制 動 部 ３ に 組 付 穴 １ ９ が 設
け ら れ て い る が 、 制 動 部 側 に 切 欠 き や 長 孔 ま た は 複 数 の 取 付 孔 等 を 設 け 、 取 付 部 側 に 組 付
穴 を 設 け た 構 成 で あ っ て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
【 図 １ 】 デ ィ ス ク ロ ー タ の 構 成 部 品 を 示 す 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 一 実 施 形 態 に お け る デ ィ ス ク ロ ー タ を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 デ ィ ス ク ロ ー タ の 部 分 断 面 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 制 動 部 を イ ン ナ ー 接 合 さ せ た 場 合 を 示 す デ ィ ス ク ロ ー タ の 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 別 の 形 態 の 取 付 部 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 １ … デ ィ ス ク ロ ー タ 、 ２ … 取 付 部 、 ３ … 制 動 部 、 ４ … 締 結 部 材 と し て の ボ ル ト 、 ６ … 周
壁 部 、 ９ … 切 欠 き 、 １ ３ ， １ ４ … 摺 動 板 、 １ ８ … 組 付 部 、 １ ９ … 組 付 穴 、 ２ ２ … 取 付 孔 、
２ ３ … 周 壁 部 。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

(7) JP 2006-37993 A 2006.2.9



【 図 ５ 】

(8) JP 2006-37993 A 2006.2.9


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

